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1910年代中国工業生産額の推計

- 『農商統計表』の評価と修正 *-

lnEstlmateOfProductEOrlValueinChlna'sNanufacturlngIndustryinthe1910S:

anevaEuat10nandrevfsIOnOf"StatisticalTablesonChEna'sAgrlCultureandCommerce

閑 権(GuamQuan)

1 はじめに

これまで,1910年代中国工業の生産実態については,断片的な資料や個別産

業及び個別地方のデータによって判断されてきた｡言い換えれば,この時期の

工業全体の発展パターンや内部の生産構造などは,包括的かつ正確に把握され

ていないO歴史的資料及び統計調査の不足が直接的な要因になっているかもし

れない｡しかし限られているとはいえ,現存する資料 ･統計データに対する検

討や修正の試みも,十分に行われたとはいえないことも事実である0

本稿では,この時期の工業に関する唯一の包括的調査である 『農商統計表』

の修正を通じて,1910年代の工業の発展をでさる限り全面的に把握したい｡後

述するように,『農商統計表』は清国が崩壊して国民政府 (この時期の政府は

通常 ｢北洋政府｣と呼ばれる)が成立した直後から発表された, ｢非常に｣費

重な調査である｡他方で,社会的緊張や統計制度の不備などによってもたらさ

れた問題点も多く存在するという意味で, ｢非常に｣質の低い調査でもある｡

端的に言えば, この調査は ｢悪い調査の典型｣ といっても決して過言ではないO

しかし ｢患い調査｣とはいえ,適切な工夫を加えればかなり改善される可能性

があると思われる｡

以下,まず第2節では 『農商統計表』の調査方法や範閥などを紹介すると同

時に,そこに存在する問題点も指摘する｡続いてその修正方法を示したあと,

生産額の推計を試みる｡ 第3節では,可能な聴聞で推計結果の比較検討を行う｡

最後に,本稿の要約と今後の課題を述べる｡

2. 『農商統計表』の性格と改善策

2.1 調査の方法と内容

中国の工業調査は 1896(光緒 22)年の紡績工場調盈 1901(光緒 27)年の製

糸業調査,1907,08(光緒 33,34)年の工業調査に始まるI｡調査結果は,前の2

*本稿の作成にあたり,尾高燥之助氏 松田芳郎氏,南亮進氏をはじめ,一橋

大学経済研究所 COEプロジェクト中国班のメンバー各氏から貴重なコメントを
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回に関しては調べられないが,後者は一応 『農工両部統計表 (第 1次,第2次)』

として残っているOただし,それには工場数や資本金などが記載されているも

のの,生産額などより詳しい情報は掲載されていない｡

『農商統計表』は 1912(民国元)年から,中央政府工南部 (後に農両部と改

柿)によって行われた初めての工業センサスであり, 1921(民国 10)年まで 10

年間も続いた.調査方法や範軌 こついては,次の文献から大体のことが推察で

きる.農商部『全国農商統計調査報告規則 (1918年1月 17日,農商都令第9号)』

によれば,

｢各省省長及び特別区域の各公署より農南部規定の調査表印紙を印刷し該省に実業庁あるもの

は同庁より其設け無きものは省より直接各県に分送桝理せしむ｣

という｡そして 『市鎮郷工産物調査報告規則』では,

｢県知事は調査簿を各市鎮郷に分送し該地方の董事より商会及びエ商情形に熱悉せる人員と会

同して慎重に桝理すべし｣ (第 2条), ｢凡て公司.局,厩.行,号,店舗及び家内工作等製

造工産物の職工七人に満たざるものは一戸となして市銀郷工産物調査簿内に記入し,若し職工

数七人以上のものあるときは別にエ綴調査票を給すべく本簿内に記入すべからず｣ (第3条)

などと詳細に規定している 2｡この規則から,この調査は他記主義によるものと

判断できよう｡

調査の表式や項目及び内容は,日本の 『農商務統計表』によくイ以ていること

から,それを参照した可能性が高い｡これについて確実な情報はないものの,

次の東亜同文会の報告書 『支那之工業』からその一端が伺える 30 その中で,

｢民国成立ノ後支那政府ハ我農商務省統計二倣ヒ農商統計表ヲ作製発表スルコト二回二及ヘリ.

此書中工業ノ部ハ一見支那工業/現状ヲ網羅セルニ似タルモ其内容ヲ詳二検セハ実瞭 卜相拒ル

頗ル遠キモノアリ.膏二外人ノ経営に就テ全然記録ヲ鉄クノミナラス.工業中心タル居留地内

いただいた｡特に牧野文夫氏に日本語を含めて多くの有益な助言をいただいた｡

ここに記して感謝の意を表したい｡

】朱君毅 『民国時期的政府統計工作』中国統計出版社, 1988年,67真｡

2規則全体としては, (1)｢全国農商統計調査報告規則｣,(2)｢市鎮郷農林漁牧

調査報告規則｣, (3)｢市鎮郷工産物調査報告規則｣,(4)｢各県農商統計調査

報告規則｣, (5)｢各省農商統計調査報告規則｣からなっている｡ (3)以外につ

いては,中国第2歴史梢菜館編 『中華民国史招集資料iE編 (第3韓,濃蘭)』

江募古籍出版払 1991年,92-96頁に掲載しているが,残念ながらわれわれに

とって重要な(3)は載っていない｡ しかし,東亜同文会調査編纂部 『支那工業綜

覚』1930年版,22-23頁には,この(3)が日本語で紹介されている｡引用は同

書からのものである｡

3東亜同文全調査編纂部 『支那之工業』1917年, ｢凡例｣を参照.
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ニハ支那行政権及ハサル為メ支那人ノ工業卜凝モ記述セラルルモノ十の一二二過キス.支那内

地ノ事業二就キテモ玉石混交精粗均シカラスシテ統計ノ価値全クナシト云7モ酷評ニアラス.

･∵∵｣

のように,この調査に対する批判を述べると同時に, 『農商務統計表』には外

国資本の企業が含まれていない,という重要な情報を提供してくれる｡

次に, 『農商務統計表』の調査内容を具体的に紹介すると,産業のカバレッ

ジは農業,林業,漁牧業,工業 (製造業),商業,鉱業と幅広い｡次に工業 (製

造業)部分では,まず工場 (職工7人以上)について原動機使用工場数,原動

機馬力数,石炭消費量, 職工艶 貸金,一年間平均作業El数などが調査される.

ほかに職工規模別 (7-29人,30-49人,50-99人,100-499人,500-999人,1000人

以上の6規模),業種別 (紡織工場,機械器具工場,化学工場,食品工場,そ

の他工場,特別工場の6種類で合わせて 46業種),紡織工場とは別に綿紡績工

場,中央官庁直営工場ごとに調査されている｡

以上の工場調査とは別に,32135種類の生産品日に関して①生産量 ･生産執

②製造戸数.③職工数が調査されている｡その中にさらにそれぞれ細かく分類

されている (付表を参照)｡ここには7人以上の工場 とそれ未満の家内工業の

両方が含まれる｡ これらの品目についてはいわゆる ｢悉皆調査｣ になっている｡

ほかに,賃金について職業ごとに調査が行われる 40

2.2 『農商統計表』の問題点

前述したように,この統計はEl本の 『農商務統計表』を参考にして行われた

と判断されるが,調査の質からみれば日本のそれより遥かに低い｡従ってこれ

まで研究者,特に経済史学者に嫌われてほとんど利用されていない｡たとえ使

うにしても,一般に相対的に情報量の多い前半の4【乳 あるいは特定の品目及

び特定の地域などに限られている｡例えば,中国国内の代表的な経済史学者を

集めて粛集された 『中国資本主義発展史 (第 2巻)』では,手工業の事例を述

べるときにしばしば引用されている 5｡同番では.

｢北洋政府衣南部的 (衣商統計表)所列1912-20年手工AIL生F的統計 不少舛漏,稚告地区

井^̂26ノト省市通減力10介,故不足力胤 但宅是退吋期唯一的幼計,有吋我n述要引用o｣(北

洋政府最南部によるF農商統計表』に掲載された1912-20年の手工業生産統計には漏れが多く

あり,報告地域が26省から10省に減LJ.従って根拠とするには不十分である｡しかしそれは

4日本では東洋文庫 はその全部 (一部はコピー)を,一橋大学はその一部 (第4,

9･10回は欠)を所蔵 している｡

5許洛新,呉承明編 『中国資本主義発展史 (第2巻)』人民出版札 1990年,

900-945頁を参照｡
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この時期の唯-の統計であるので.ときにはわれわれはそれを使わざるをえない)

と感嘆している6｡

それでは,この調査には一体どんな問題点があるかを具体的に考察したい｡

この点について,まずアメリカにいる中国人学者 ･John,K.Changの指摘を紹介

しよう7｡彼によれば 『農商統計表』には,

ThequalltyOfthesereportsleavesmuchtobedeslred NotonlyISthecoverageof

commodltleSincomplete.butafter1915.probablyduetocontlnuOuSCIVllstrife.the

numberoflocalauthoTltleSSubmlttmgeconomicdatatothePeklngGovernmentdlminished

yearbyyear.By1921TlnthetenthandfinalanrLualreport.onlytenprovlnCeSVIere

EnCluded.andtheusefulnessofthereportasasourceoflnformat10nbecamehighly一imited

lnfact.onlytheflrStfourreports(1912to1915)havereasonablygoodcoverage

Evenfortheearlyyears,reportEngVJaSlnaCCurateandimprecISe.Thlscanbeattributed

to-nexperlenCCindatacompllat10nandpartlytolackofpropercarelnreportlngand

prlntlng.Moreover,therewerenumerousobv10uSerrorsintheannualreports Someof

thereportedflgUreSSirrplycannotbesubstantiated l

1nvieyoftheseproblems,IthasbeendecidednottouseherethestatlStical

lnforrnationcontalnedlnthesereports.despltethefactthattheyareprobablytheOnly

cornpTehensIVeandcentralizedsourceofecononllCStatlSt=:SforthefirstfevIYearsOf

theFIcpubHCanPeriod.

といった具合である80

以上 John.K.Changが指摘したように, 『農商統計表』の問題点としては大き

く以下の2点が挙げられる｡まず第 1は, この調査は 10年も続いたものの,節

5匝l(1916年)以降次第に報告されない省が増えてくることである｡図1では

この間題が概念的に示されており,縦軸は報告された省の数が報告されるべき

省の数に占める割合を表している｡それを見ると,薄く塗られた部分が次第に

拡大していき,最後の 1921(民国 10)年にはその部分 (報告されない省の割合)

は全体の8割を占めるようになった｡報告された省の数はわずか6つに止まっ

S前掲 『中国資本主義発展史 (第2巻)』900-901頁.

TJohnK.Chang, Industz.1alDevelopmentinPre-CommunistChl'na:A

ouaz7tltatl'veJnalysIS,EdinburghUniversltyPress.1969,I)･15･

Bここでは彼は1つのミスを犯しているo 調査の最後の 1921年にわずか 10省が

報告されたと書いているが,実際は6省しかない｡ 彼が言う 10省は,実は前年

の 1920年のことである｡この ミスが生まれたのは,恐らく 1921年の省数があ

まりにも少ないので,独立に公表されず,第9回 (1920年)の付録のような形

をとっていたからであろう｡
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た (省の数は全部で 26)oその理由は恐らく次の2点にあろう｡その1つは毎

年報告書の ｢凡例｣にも書かれたように,調査が行われたものの事情により報
告が遅れ編集に間に合わない省があったOもう1つは,当時中央政府 (いわゆ

る ｢北洋政府｣)が十分に全国を支配していなかったことである｡これらはと

もに毎年発生する,いわゆる ｢国内多事｣や ｢匪乱｣の影響を受けたからであ

る9.周知のとおり, ｢北洋政府｣が支配した時期 (1912-26年)には軍閥によ

る内戦が頻繁に起き,政治的 ･社会的に非常に混乱した時代であった｡それに

もかかわらずこの時期が意外に経済の成長期でもあったことは興味深い 10｡この

点について後で改めて触れる｡

また第2の問題点は,報告された数字の信頼性に関するものである｡統計表

に記録された数字には信じがたいものが ｢非常に｣多い｡例えば食料袖の生産

額は,湖南省だけで 1912年に20億元にも達するoこの数字は産宝三が推計し

た1933年の工場生産額の総額に相当する｡しかし,次の年にはその 80分の1

の 1,600万元に減少し,さらに 1917年になるとわずか 180万元しかない｡

このような問題は,経済発展初期の調査としてはある程度免れえないものか

もしれない｡例えば, 日本の 『農商務統計表』 にも同じような問題が存在するo

Lかしそれはあくまで例外の例外である｡それとは異なり,中国の 『農商統計

表』はどの数字が信頼できるかどれが誤りかが判断できないほど混乱している｡

その原因はもちろん明らかになっていないが,次の幾つかが考えられる｡その

1つは,当時の状況 (行政のあり方や調査の経吸など)を考えれば.一部の地

方では正確な調査を実施せずに報告した可能性がある｡もう1つは,ほぼ毎回

統計表の解説に書かれたように,報告された数字には一部の県が漏れたりして

いることである｡他に, John.K.Changも指摘したように,中央政府で集計作業

を行う段階で起きたバイアスもある｡例えば,各省の数字の合計した数字と,

合計欄の数字とが一致しないものが数多く存在する｡統計調査や職務管理の経

験不足がその一因であろう｡

2.3 修正の方針

以上指摘したように, 『農商統計表』は非常に多くの問題点を抱えるが,結

局それには改善の余地が何もないのであろうか｡繰り返しになるが,この調査

は中央政府によって行われた初めての工業センサスで, しかも10年も続いたの

であるから,いくら悪い調査とはいえ,その中にかなりの情報量が含まれてい

9 『農商統計表』各年版の ｢凡例｣を参照｡

10JohnK.Changの前掲書 (往6)によれば,この時期の近代鉱工業年平均成

長率は他のいずれの時期よりも高い 13.4%を記録するものだという (p･71).
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ることは間違いない｡そして,この時期の中国の工業に関する包括的な調査は

これ以外に存在しないという意味で,むしろ非常に資重な存在である｡従って

問題はその改善策があるのか否か,あるとすればどのような方法がよいのかと

いう点にある｡

われわれは今回,生産額を優先して修正作業を始めた｡本来なら,生産量を

同時に行わねばならないが,それは単位の統一など生産額より一層複雛な問題

を抱えているので今回は割愛した｡具体的に品El別 ･省別生産額について,吹

のように2段階の修正作業を行った｡まず第 1ステップは,報告された数字の

修正である｡すなわち信頼性に欠ける数字を修正することである｡その方法は

やや窓意的であるが,まずある品目の生産額を可能な限り長期時系列に並べ,

極端に高い或いは低い年次の数字の代わりに前後の年次の数字の平均値を使う

(いわゆる内挿法 interpolation)｡しかしそれを適用できない場合が多い｡ つ

まり両側の年次の数字も信頼できない｡そのときは,全体の水準に合わせた数

字で代替するか,それとも思い切って削除して次の第2ステップで調整するか

のどちらかを採用するO これは作業者の ｢直感｣に頼ることになるので 11,結果

が恋意的になるのはやむを得ない｡しかしこの段階の作業が最も重要であり,

これがうまくいけば次のステップは多少は容易になる｡

第2ステップでは,第 1ステップで修正できなかった部分,すなわちもとも

と数字が欠落している省の推計を行う｡ここでは,第 1ステップで修正された

数字を利用して,次のような単純な外挿法 (extrapolation)を使った｡具体的

に,統計が存在する省の数字の対前年倍数を求め,その単純平均値をもって欠

けている省の数字を推計する｡言い換えれば,数字のない省の平均成長率 (倍

率)が数字のある省と同じと仮定する｡式で表せば以下のとおりである｡

k:-∑(喝 ÷Q;ll)÷〃,I)
Q左=鉱~1×x:

kは平均倍数 (報告された数字が前年に対する伸び率)o

Qは名目生産額D

iは品目o

jは報告された省｡

tは年次C

1】1つ考えられる方法としては,相対的に規則性が高い省を探し,それらの省

の数字 (倍率)を使って他の省に適用する｡この方法にも他の省の数字のレベ

ルを決められない問題が残っているので,今回は採用しなかった｡
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〃は報告された省の数｡

kは報告されなかった省.

表 1では,この第2ステップの推計作業がイメージ的に示されている｡ここ

では,当時最も典型的な工業製品の1つである澱粉類を例にしている｡果丸

(●)部分は数字のある年次と地軌 丸付き数字 (例えば①)部分は数字の存

在しない年次と地域,△は当時存在しない行政単位 (省),をそれぞれ衰して

いる｡この第2ステップの目的は,最終的に数字付き丸の部分を●に塗ること

であるⅠ2｡以上の方法による推計結果は表2に揚げられている｡

3. 推計結果の検討

3.1 原データとの比較

以上のような手順によって修正された結果 (名目生産額)が,原データと比

較する形で図2に示した｡この図から次の3点が読みとれる｡まず第1に原デ

ータの変動に大きなこぽこがあったのに対し,修正データは滑らかに推移して

いる｡これはわれわれの第 1ステップの効果 (一種の移動平均効果)といえよ

うo また第2の特徴としては, 1913年以降修正値が原数値を上回っており,明

らかに原データの欠落部分を補った効果が現れている｡これは第2ステップで

推計された数字である｡第3点は原数値の動きである｡1916年と1917年は生産

額の増加が著しいoすでに述べたようにデータの欠落は 1916年 (第5匝Ⅰ)以降

次第に大きくなる｡従って原数値の生産額は 1916年以降低下することが予想さ

れるが,それとは逆の動きが見られる｡これは確かにその間に成長があったこ

とを示唆する｡従って第1ステップで推計するとき,ある程度これらの年次の

データを尊重した｡逆に最初の 1912(民国1)年では,数値が高すぎる傾向に

ある｡この年の生産額がなんと 42億元にものぼっていることは, いくら考えて

もおかしい】3｡この数値は,われわれが推計した数値 (20.4億元)の倍にもなっ

ている｡

3.2 他の推計との比較

それでは,われわれが推計した数値はどんなレベルのものであろうかを,他

】2すべての品目について, ｢緩速｣では1年分の数字しか存在せず,数字自体

も大きくないので,実際の推計作業中に無視した｡

13手工業の発展は 1912年に頂点に達したという主張がある｡前掲 『中国資本主

義発展史 (第2巻)』900頁を参照｡
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の推計結果と比較検討しなければならない｡劉俳丁によれば,この時期の国民

所得の推計としては,1914年に関する割 .王推計,1914-18年に関するK.C.Yeh

推計,D.H.Perkins推計,T.G.Rawskl推計,1917年に関する張東剛推計,1920

年に関する唐伝潤推計, 呉承明推計など数多く存在する 】4｡それらが工業の生産

額をどこまで詳しく推計したかほ,現在入手できないものもあるのでばっさり

した判断は下せない｡ またその中に本推計と比較しにくいものもある｡ 例えば,

D･H･Perkins推計は戦後の 1957年価格表示なので,比較のためには価格換算を

行わねばならない｡またすでに強調したように,この時期の工業に関する調査

は 『農商統計表』以外に存在しないし,他の適当な 資料もないので,『農商統

計表』以外の資料を利用して工業生産額を推計した可能性は極めて低い｡従っ

て,各推計は恐らく 1933年の劉大鈎調査に基づいた韮宝三推計,あるいは Ta-

chungLiu･Rung-chlaYeh推計をもとに延長推計したものと推測できよう 15｡

この中から,われわれは呉承明推計を紹介しながら,本推計と比較検討をし

よう】6｡その前に,まず避ることができない問題に触れねばならない｡ 一般に中

国の経済史学者は,『農商統計表』の数字を手工業として取り扱っている｡こ

の点についてわれわれの見解とは異なる0 3.3節で詳しく述べるが,一部の品El

を除いてこの調査は ｢工場数｣については7人以上の工場, ｢生産量 ･生産額｣

などについては7人以上の工場と7人未満の家内工業の両方を含めている｡従

って少なくとも生産額に関する限り,悉皆調査に近いものになっているはずだ

から,中国の経済史学者の処理は誤っている｡ ｢工場数｣については産業分類

を取り, ｢生産額｣については品目別になって,機械産業などの生産額はほと

んどない｡あえていえば五金製品及び時計ぐらいである｡これが問題といえば

問題である｡篠原三代平が 『鉱工業』を推計したときにも,『工場統計表』や

『鉄鋼参考資料』などの資料を使って推計したのである 17｡

14各推計は,劉備丁 ･王玉茄 ｢中国における国民所得推計の現状と展望｣一橋

大学経済研究所,1997年 (COTiDiscusslOnPaperNo.D96-14)に紹介されてい

る｡

15それぞれ,劉大鈎 『中国工業調査報告』経済統計研究所, 1937年｡益宝三主

筋 『中国国民所得 (1933年)』中華書局,1947年｡Ta-chungLiuandRung-chin

Yeh,TheEcoL7DmYOftheChineseNaiDlaDd=Natl'onalIncomeaL7dEcoI70ml'c

Development, 193311959PrlnCetOnUnlVerSityPress,1965･なおこの3つの

資料については,牧野文夫 ･久保享 ｢中国工業生産額の推計 (1933年)｣(COB

Discussionpaper近刊),で検討を加えている｡

】6前掲 『中国資本主義発展史 (第2巻)』第6章付録乙 1076-1088頁｡

】7詳細の解説については,篠原三代平 『鉱工業』東洋経済新報比 1972年,57
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呉承明推計が基本的に韮宝三推計の延長であることをすでに紹介したo彼は

1920年の工業生産額を韮宝三と同じように近代工業と手工業に分けて推計した｡

近代工業については,砿宝三推計の工場生産額をそのまま John.K.Chang指数を

使って延長計算をしたが,業種別の詳しい推計は行わなかった｡一方,手工業

については製綿,綿紡績,綿織物,食判子山,製粉など一部の品目 (いずれも重

要な品目)を除いて,韮推計にすべて 1･126という倍率を乗じたo この倍率は,

65種類の輸出品の輸出額 (海関両)を輸出価格指数で調整して得たものである 】8

1920年と1933年との間にほとんど物価の影響がなかったので, 国内の価格指数

による調整は行われなかった｡ただし,輸出価格が多少変わったので,輸出価

格指数で調整してからこの倍率を計算した｡しかし呉承明推計は手工業に限定

しているので,われわれの推計と直接比聯できない.従って本推計と比聯する

ためには近代工業部門の品目別生産額を別途推計する必要がある｡それが表3

の(B)列 ･調整済み韮推計であるO

総額についての比較は次節で行うこととし,まず呉承明推計の一部重要な品

E]について本推計と比較しよう (衰3)O-見さまざまで1に近い数値もあれ

ば1から離れたものもある (表3の(E)欄)｡しかし,綿織物や食料抽及び製粉

などのように,金額的に (或いはシェア的に)大きい品E]はかなり1に近づい

ているOもちろん,大きく帝離した品目が半数を占めていることも煉視するわ

けにはいかないOそれらについては,両推計のどちらがよいかは即断できない

が,呉承明推計は基本的に韮宝三推計の延長であるため,砿宝三推計にも全く

問題がないわけではない｡ 例えば,玩具について正宝三推計では 30万元にすぎ

ないのに対し,『農商統計表』 (情報の最も多い前の4回) では 140-170万元

になっている｡

3.3 補充推計

われわれの推計した総生産額も考察しなければならない｡ 1920年だけみれば,

呉推計が 42.6億元で,本推計が 26.5億元で,本推計の方が遥かに低い数字に

なっている｡しかも呉推計は手工業に限定しているのに対し,本推計は概念的

に近代工業をも含むなら,さらに低い数字になってくる｡そこで,まず 『農商

統計表』は近代工業を含んでいるかどうかを検討せねばならない｡すでに述べ

～125頁を参照｡

18彰捧益編 『中国近代手工業史資料 (第3巻)』生活 ･読替 ･新知三聯書店,

1957年に,1912-37年67種類手工業品の輸出額 (海関両)が収録されている｡

呉承明は植物油など2種類が満州事変の影響を受けたので削除し, 結局 65種類

を使った｡
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たように一般的に経済史の専門家は,手工業を議論するときにのみ 『農商統計

表』の数字を使う傾向がある｡それは果たしてよいのか｡われわれは違う意見

をもっているが,この点についてまだ検討する余地がある｡

われわれの理由は次のとおりであるo 『儲商統計表』には品El別製造戸数,

職工艶 生産量 ･生産額の調査とは別に,7人以上の工場をも同時に調査して

いる｡その中には動力使用工場も職工 30人以上の工場も入っており (いわゆる

工場法適用工場),これが砿宝三推計では近代工場として定義されるOまた,

E]本の 『農商務統計表』にも全く 同じような問題が存在する｡しかし,El本で

はこの統計数字を手工業として取り扱ってはいないO従ってわれわれ紘, 『農

商統計表』が手工業と近代工業の両方をカバーするものだと一応判断している｡

ただし,当時中国工業の特徴の1つでもある外資企業が調査に含まれていない

ことは,前に触れたとおりである｡

一方,この判断については,多少保留する必要がある.なぜなら工場数の調

査には機械器具工業や金属工業などが含まれているが,品目別の生産額には必

ずしもこれらの工業の製品が全部含まれていない｡例えば,機械器具工業とし

ては時計,金属工業として五金製品 (金銀銅鉄製品)のみの生産額しか分から

ないoこの点に関して,日本の 『農商務統計表』も同じようなことがある｡篠

原三代平は特に明示的には指摘していないが,長期経済統計 『鉱工業』を推計

したとき,機械工業と金属工業については 『工場統計表』及び 『鉄鋼参考資料』

などを利用したのである｡機械工業と金属工業を近代工業と定義すれば, 『農

商統計表』の生産量 ･生産額は基本的に手工業製品であるといってもさしつか

えないかもしれない｡

以上の議論を踏まえて,われわれはここで暫定的にこの調査は近代工業と手

工業の両方を含むものだと結論づける｡図3は,これを表すために描いたOす

なわも,『農商統計表』は近代工業と手工業の一部を含んでおり,工業全体の

数字を得るために,残りの部分を補わねばならない｡ちなみに 『農商統計表』

の分類細目を付表に示した｡

次に,この補充すべき部分について検討してみる.砿宝三推計 (及び劉大鈎

調査)の産業分類からみれば 19,以下の産業及び品目が 『濃蘭統計表』に含まれ

ていないと,大まかに判断できる｡製材,鋳造,機械製造,貨幣製造,電気用

具,轍軌 人造脂,製綿,綿紡披,製糸,ゴム及びゴム製品,精米,製茶,製

19前掲劉大鈎 『中国工業調査報告』 (中lnl,下冊),盛宝三 『中国国民所得』

(下冊)を参照, 劉大鈎の分類については, その日本語訳 (大塚令三監訳) 『支

那工業綜観 (上巻)』生活社,1942年,268-274真に分かりやすくまとめてあ

る｡
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堤,飲粗 製重,その他飲食品, 印刷などがそれである別｡すなわち,われわれ

はこれらの製品の金額を計算して 『農商統計表』の修正結果に加えねばならな

い｡しかし,これらの製品に関する情報はほとんどないので,本格的な推計作

業はほぼ不可能である21.やむをえず,われわれは呉承明にならって産宝三推計

を利用して補わざるをえない｡具体的に以下のように行われた｡

韮宝三推計の近代工業部分について John.K.Char)g指数を使って,手工業部分

については以下述べるような方法で,それぞれ延長推計を試みた｡すなわち,

呉承明の方法を使って推計するのである｡すでに紹介したように,呉承明は韮

宝三推計 (1933年)を使って 1920年の手工業生産額を推計した0 枚はまずこの

両時点の価格変動がなかったと仮定した (その間は価格の上昇があったが,満

州事変によって価格が 1920年レベルに下がった)｡そして,65種類の手工業輸

出品の総額 (海関両)を輸出価格指数で実質化した (輸出価格が変動したため)

うえで,両時点の倍率 (1.126)を求めた｡この方法は, 生産量 (-生産額)の

変動 (成長率)が輸出量の変動と一致すると仮定している｡

われわれもこの方法を使って延長推計してみた｡しかし,われわれの推計は

1912-21年に関するものであるので,国内価格の変動は撫視するわけにはいか

ないO従って,まず 1933年の砿宝三推計を国内の価格指数で延長する｡ その次

に呉承明の方法と同じように,輸出金額の変動を使って生産額の変動を代替す

る｡輸出金額にも価格の変動があるのでその実賀化をせねばならない｡ ただし,

われわれは 65種類の手工業輸出品でなく,全輸出鞭を使ったO 『磨商統計蓑』

は手工業と近代工業をカバーしていると考えているからである｡ さらに 1933年

を100として各年の指数を求める｡それを国内価格で延長した題宝三推計に乗

じて各年の生産額を得るOまた輸出金額の変動と比べるために,直接砿宝三推

計を輸出数量指数で延長させてみた｡それらの結果は表4と図4に示されてい

るが,われわれの推計に補充部分を入れれば,かなり韮宝三推計に近づいてい

ることが明らかである｡

zo車両 ･造船や塗料などは一応 『農商統計表』に含まれていると判断しているO

実際に車両 ･造船は木製品の一部であったOしかし砿宝三推計の車両 ･造船に

は鉄道車両 ･自動車の修理や自転車,人力車の製造も含まれているので両者は

必ずしも対応していない｡ほかの品目についても似たようなことがある｡

21韮宝三や呉承明は,一部の製品についてその原材料から推計している｡例え

ば,酒造はその原料である米や高梁の生産量から,製粉は小麦粉の生産量から

推計するoLかしこの時期の農産物生産量の情報も少ないOあるとすれば,や

はりこの 『農商統計表』の農業の部にある.それも工業と同じように,修正し

なければ利用できないだろう｡
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最後に,戦前中国の手工業はどのような発展 (或いは後退)をしたのかに簡

単に一言触れよう｡この間題に関する確かな研究が存在しないし,いま結論を

下す段階ではない｡呉承明たちによれば阿片戦争から 1920年前後まではかなり

発展したが,その後次第に衰退していったというoしかし手工業輸出の統計か

らみれば,1930,1931年が最高であった｡また最近では, 1912年を手工業の最

も発展した時点であると主張する研究者がいる 220後者が主張するように. この

間題は1つの論争テーマである｡

4 要約と今後の課題

以上まず第2節では, 『農商統計表』の性格や内容及び問題点などについて

議論したうえ,『農商統計表』の修正作業を行った｡その結果について第3節

で,他の推計との比較を通じて検討したOわれわれの推計には盗意性があるの

で十分とはいえないが,結果としては ｢悪くない｣と考 えて良い｡もちろんわ

れわれはこれに満足しているわけではない｡ しかしこの推計を通じて,中国 1910
年代の工業生産の実態とその発展ぶりを解明するのに,一歩前進したに違いな

い｡残りの問題は今後の課題として,後Elの改尊を得たねばならないo

これから直面する課箱を指摘しておこうo第1は近代工業部門の欠けている

部分をどのように補うか,ということである｡第2は生産量の推計である｡そ

れは工業の生産指数を造るために必要不可欠である｡生産量の推計には生産額

以上の困難に直面するOその lつは,一部の品E)についての単位の不統一であ

る｡例えば,煙草については ｢箱｣で数える場合もあれば ｢本｣の場合もある｡

もう1つは生産額より生産量の方がデータの欠落が多いことである｡

第3に工業の生産構造や生産技術を考察するために,7人以上の工場につい

てもっと詳しく分析する必要がある｡例えば,原動機使用工場の比率や原動機

種類の構成および規模の構造,さらに紡練工場,中央官営工場も推計可能であ

る｡また牧野文夫は劉大鈎の 『中国工業調査報告』の下冊の数字を見直してい

るO従って 1933年の工業生産額が修正される可能性があるO その結果次第では

本稿の 3.3節の推計も手直しする必要が出てくる｡

最後に,この 『農商統計表』の修正結果をチェックする材料が不可欠である｡

この時期にはこの種の資料は非常に少ないが,われわれによってどうしても必

要であるので,今後も引き続き探索の努力を続けたい｡

22以上いずれの観点についても,前掲 『中国資本主義発展史 (第2巻)』,900

真に紹介されている0
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注 :縦軸-数字か報告された省の数丁全部の省の数×100D
資料 .工両部 (農両部) 『農商統計表j各年版.
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図 2 修正結果と原データとの比較 (名目生産額)
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表2 名 目生産額の品目別推計結果 (百万元)

注 被服(1912-13年),木穀品 (1917-21年).焦炭 (1916-21年).鏡 (1916-21年)を其他に入れてある｡
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表3 特定品目に関する本推計と呉承明推計との比較 (1920年)

品目名 (A)呉推計 (B)調整済み韮推計 (C)-(A)+(B) (D)本推計 (E)-(D)÷(C)
(手工業) (近代工業) (手工業+近代工業) (手工業+近代工業)

製粉 277 7818 355424 338355 0.95

食料抽 406 00003101020.84

製糖 56 33620 592304112g 981284610 .66

煙草 194 .56
製革 39 .12
革製品 129 .08
製紙 63 4 67 62 .93
紙製品 45 0 45 12 .27

綿織物 422 3718220121013 459 34512962811332834535 75
糸織物 113 131389595271920 98

16 16

麻織物 958326 ll

煉瓦 92
硝子 60
陶磁器 04
石灰 19 16
マッチ 7 25

症 :｢調整済み韮推計｣とはChang指数 (0.424,表4(1)よりの1920年の値)で韮推計を延長した意味 .

資料 :呉承明推計は前掲 『中国資本主義発展史 (第2巻)』人民出版社,1990年,付録乙｡
韮宝三推計は前掲 『中国国民所得』中華書局,1947年｡





図3 『農商統計表』の工業生産街に関するカバレッジ
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注 :(l)1933年の工業生産額に関する砿宝三推計を基準するO

(2)斜線部分は 『農商統計表』のカバレッジO
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年次 (1)Chang (2)天棒 (3)輸出 (LI)輸出 (5)名 目 (18)農帝統計 (19)木推計 (20)本推計 (21)本推計

鉱工業生産指数 工業品物価指数 物価指数 数皇指数 輸出金額 以外の近代工業生産額(外国栗本) 農商統計 妊弓長(a) 拡張(ら)

1913 156 647 824 802 523PB 121505 216.22149 326.83156 344.13320

19141915 202215 646992 868888 677724 44549!6.4 173 225,6 349.1 359.5

注 :(》生産額の単位は千万元.
②天津工業品物価指数には1912年のものがない｡

(卦(6)-(5)T(3)×100｡
④(7)-(6)÷61.2×100｡

(9(8)-(1)×218.6÷100｡
⑥(9)-(2)×445.2÷100｡
⑦(10)-(9)×(7)-loo°
⑧(ll)-(4)×445.2÷100.
(9(12)-(8)+(10)｡
⑳(13)-(8)+(ll)｡
⑳(14)-(2)×132.1÷100｡
⑳(15)-(14)×(7)TIOO｡
⑬(16)-(4)×132.1÷100｡
⑭(17)-(1)×63.9÷100｡
⑬(18)-(1)×771TIOO｡
⑳(19)-表2の総計数字｡

⑰(20)-(15)+(17)+(18)十 (19)｡
⑩(21)-(16)+(17)+(18)+(19)0

資料 (1)Chang指数はJohn,K.Chang,ZJ7dLLStTl'alDeγ
(2)天津鉱業品物価指数,輸出金額,輸出価手引
(3)盛宝三近代工業 ･手工業生産執 ま砿宝三 『l

(4)本推計は本文参照｡
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注 ･(1)各推計数字は表4による｡
(2)(a)系列は輸出物価指数で.(b)系列は輸出数量指数でそれぞれ調獲されたもの｡

資料 :義4と同じ.
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付表 F農商統計表』の分類細目

番号 品目大究 細 目

1油類 豆油 芝原油 花生油 葉子油 棉ブ由 其他
2酒類 黄酒 焼酒 高梁酒 嘉子酒 薬酒 其十由
3糖類 氷糖 白糖 紅糖 其他
4胸章類 紙巻姻 皐煩 水姻 鼻畑 其他

5茶類 紅茶 緑茶 樽茶 茶末 茶子 茶芽 其他
6澱粉類 麦粉 豆粉 蓮根粉 山芋粉 葛粉 馬鈴薯粉 其他
7缶頭食物頼 魚介…頃 肉類 果実類 餅乾類 其他
8蘇織物 綱菊 観菊 般類 絹類 紗簸 恩領 嘉方類 雇類 姦莞類 破面 蘇 其他
9縄籍E物 大行 柳条布 (粗布)竹布 漂白布 愛国布 紗布 叔布 斜紋布 ## 手巾 被面 農等莞 其他
10麻冶物 精製真布 粗製真布 麻布 其他
ll毛織物 掘 涛 地壇 其他
12蘇綿交織物 旗絢､ 紬布 綿布 破面 其他
13編物類 衛生衣類 手套 7羊磯 汗衿 毛手巾 其他
14冠服類 殺綱布製冠 毛織物製冠 革耕製冠 中服 洋服 織物製靴三陸 革製靴葦圭
15石鹸 洗濯用 工業用 化讃;局 其他
16蝋腐 滑油腐 牛油燭 洋 其他
17漆液 熟漆 生漆 其他
18脱類 白蝋 黄蝋 其他
19硬膏 龍青
20火柴 安全火柴 普通火柴
21硝子 描. 洋灯 平面硝子 鎮子 其他
22碍瓦 火碍 花椿 普通樽 其他樽 瓦
23薄荷 .樟脳 薄荷 樟脳
24紙額 連史耗 毛辺紙 宣紙 書心紙 皮発毛 白関紙 油紙 方造西洋紙 衷心紙 粗製紙 其他
25化粧品 香粉 牙粉 姻脂 香油 香水 香密 其他
26工業用薬品 硫酸 塩酸 硝酸 石膏 明容 硫黄 其他
27反軍澱 上等獣皮 普通獣皮 牛革 馬革 其他
28陶磁器 飲食器 飲食器 雑用器 其他
29漆器 家具 装飾器 飲食器 其他
30五金製器 金銀製器 鋼製器 錫製器 鉄製器 其他
31木製品 家具 車両 船舶 其他

.32眼鏡 水晶製 硝子製 其他
33畳表 座窪 掛違 表
34彫琢器 玉器 石器 骨角器 象牙器 貞介器 其他
35雑工産物 桐油 針 釘 洋灰 刺繍 竹製器 硫篤 御製器 軍帽滞 …席類 蔓音楽器 喜雨傘 至洋傘

注 :(1)細E]は年次によって多少変動があるO
(2)原文には革帽艶 庶類についても細目があるが,ここでは略されているO




